
「第11回気仙郷土芸能まつり」（気仙広域連合主催、気

仙地区芸術文化協会連絡協議会共催）が、去る11月23日、

住田町農林会館を会場に開催されました。

この事業は、ふるさと市町村圏基金事業の一環として実

施しているもので、気仙の郷土芸能の公演の場を提供して、

住民のみなさんに郷土芸能に対する理解、関心を深めてい

ただき、後継者の育成、保存伝承の促進を目的としています。

今回は、気仙管内から９団体が出演したほか、ユネスコ

の無形文化遺産に登録された早池峰 大償神楽保存会、国

指定重要無形民俗文化財に指定されている秋田県羽後町の

西馬音内盆踊保存会が特別出演し、多彩な演目を披露。立

ち見が出るほどの満員となった会場からは、次々と繰り広

げられる郷土芸能の熱演に盛大な拍手が送られていました。
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一
般
会
計
の
歳
入
（
収
入
）
は
、

２
億
３，

４
５
８
万
円
、
歳
出
（
支

出
）
は
、
２
億
２，

４
２
５
万
円
で
、

歳
入
歳
出
差
引
額
で
１，

０
３
３
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
が

２
･
５
％
、
歳
出
が
４
・
２
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

【
歳

入
】

歳
入
の
内
訳
は
、
構
成
市
町
（
大

船
渡
市
・
陸
前
高
田
市
・
住
田
町
）

か
ら
の
分
担
金
・
負
担
金
が
２
億

１，

１
７
５
万
円
（
90
・
３
％
）
と

最
も
多
く
、
次
い
で
、
衛
生
セ
ン
タ

ー
使
用
料
や
し
尿
処
分
手
数
料
で
あ

る
使
用
料
及
び
手
数
料
が
１，

０
１

９
万
（
４
・
３
％
）
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
金
が
６
４
５
万
円
（
２
・
７

％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
し
尿
処

理
施
設
大
規
模
改
修
工
事
の
完
了
に

伴
い
連
合
債
が
２，

２
０
０
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳

出
】

歳
出
の
内
訳
は
、
し
尿
や
浄
化
槽

汚
泥
の
処
理
、
し
尿
処
理
施
設
の
修

繕
等
に
充
て
ら
れ
る
衛
生
費
が
１
億

６，

２
７
０
万
円
（
72
・
５
％
）

と
大
半
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
、

介
護
認
定
審
査
判
定
業
務
に
か
か
る

介
護
保
険
費
が
３，

０
２
２
万
円

（
13
・
５
％
）
、
公
債
費
が
２，

０
８

５
万
円
（
９
・
３
％
）
、
総
務
費
が

１，
０
０
８
万
円
（
４
・
５
％
）
な
ど

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
衛
生
費

は
、
平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

た
、
し
尿
処
理
施
設
大
規
模
改
修
工

事
が
平
成
19
年
度
で
完
了
し
た
こ
と

等
に
伴
い
、
２，

０
３
８
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②

平
成
21
年
気
仙
広
域
連
合
議
会
第
２
回
定
例
会
が
11
月
26
日
に
開
か
れ
、

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
及
び
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
特
別
会
計
の
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
、
２
億
２，

４
２
５
万
円
、
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
基
金
特
別
会
計
の
歳
出
総
額
は
１，

０
５
２
万
円
で
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
出
総
額
は
、
２
億
３，

４
７
７
万
円
と
な
り
、

歳
入
歳
出
差
引
額
で
２，

３
４
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

③

特
別
会
計
の
歳
入
は
２，

３

６
４
万
円
、
歳
出
は
１，

０
５

２
万
円
で
、差
し
引
き
１，
３
１

２
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

主
な
歳
入
の
内
訳
は
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
金
が
１，

４
８

５
万
円
（
62
・
８
％
）
と
最
も

多
く
、
次
い
で
基
金
運
用
の
利

子
収
入
で
あ
る
財
産
収
入
が
７

５
０
万
円
（
31
・
７
％
）
、
青

少
年
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
負

担
金
等
の
諸
収
入
が
１
２
９
万

円
（
５
・
５
％
）
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

歳
出
の
内
訳
は
、
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
事
業
費
が
１，

０
５

２
万
円
で
、
青
少
年
海
外
派
遣

事
業
の
実
施
（
６
４
５
万
円
）、

気
仙
郷
土
芸
能
ま
つ
り
の
開
催

（
２
７
０
万
円
）、
観
光
物
産
フ

ェ
ア
の
支
援
（
１
０
０
万
円
）、

広
域
連
合
だ
よ
り
の
発
行
（
３

７
万
円
）
の
４
つ
の
広
域
振
興

ソ
フ
ト
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

気
仙
広
域
連
合
で
は
、
７
月
31
日
、
大

船
渡
地
方
振
興
局
に
お
い
て
、
平
成
21
年

度
岩
手
県
要
望
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
か
ら
は
達
増
岩
手
県
知
事
ら
が
出
席

し
、
広
域
連
合
か
ら
は
、
広
域
連
合
長
の

甘
竹
大
船
渡
市
長
を
は
じ
め
、
副
広
域
連

合
長
で
あ
る
中
里
陸
前
高
田
市
長
・
多
田

住
田
町
長
、
広
域
連
合
議
会
の
佐
竹
議
長
、

志
田
副
議
長
ら
が
出
席
し
、
広
域
の
重
要

課
題
と
し
て
、
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
整

備
促
進
な
ど
９
項
目
に
つ
い
て
、
事
業
の

早
期
実
現
を
要
望
し
ま
し
た
。

甘竹広域連合長の要望に回答する達増知事
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④⑤

気
仙
広
域
連
合
介
護
認
定

審
査
会
は
、
介
護
保
険
制
度

を
利
用
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
際
に
必
要
と
な
る

「
要
介
護
度
」
を
公
平
・
公
正

に
判
定
す
る
た
め
の
審
査
機

関
で
す
。

気
仙
管
内
２
市
１
町
の
要

介
護
認
定
申
請
者
を
一
括
し

て
認
定
審
査
（
２
次
判
定
）

し
て
い
ま
す
。

審
査
会
委
員
は
医
療
（
医

師
、
歯
科
医
師
）
・
保
健

（
保
健
師
等
）
・
福
祉
（
福

祉
関
係
職
員
等
）
の
各
専
門

分
野
か
ら
な
る
80
人
で
構
成

さ
れ
、
実
際
の
審
査
で
は
６

つ
の
合
議
体
（
班
）
に
分
か

れ
認
定
審
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
び
、
平
成
21
年
度

上
半
期
分
の
審
査
判
定
状
況

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
審
査
判
定
件
数
１，
８
０
９
件

○
審
査
会
開
催
回
数
４
９
回
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県
で
は
、
来
年
度
か
ら
、
現
在
の
地
方
振
興

局
体
制
を
見
直
し
、
広
域
振
興
局
体
制
に
移
行

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
大
船
渡
、
釜
石
、
宮
古
の
各
地

区
（
沿
岸
広
域
振
興
圏
）
を
所
管
す
る
沿
岸
広

域
振
興
局
を
中
心
に
広
域
振
興
局
体
制
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県
で
は
、
産
業
振
興
を
中
心
に
各
種
の
振
興

施
策
を
強
化
す
る
た
め
、
平
成
17
年
12
月
に
、

県
北
、
沿
岸
、
県
央
、
県
南
の
四
つ
の
広
域
振

興
圏
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
県
南
広
域
振
興

圏
に
お
い
て
六
つ
の
地
方
振
興
局
を
合
わ
せ
た

広
域
振
興
局
を
先
行
的
に
設
置
し
、
広
域
的
な

異
業
種
連
携
な
ど
、
効
率
的
、
効
果
的
な
産
業

振
興
の
展
開
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
、
県
南
広
域
振
興
局
の
成
果

を
踏
ま
え
、
そ
の
他
の
圏
域
に
お
い
て
も
、
よ

り
効
果
的
な
産
業
振
興
の
展
開
を
図
る
た
め
、

広
域
振
興
局
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

沿
岸
広
域
振
興
局
は
、
中
央
に
位
置
す
る
現

在
の
釜
石
地
方
振
興
局
を
本
局
と
し
、
本
局
に

局
長
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
経
営
企
画
部
な

ど
五
つ
の
部
を
設
置
し
ま
す
。

現
在
の
大
船
渡
と
宮
古
の
地
方
振
興
局
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
振
興
、
保
健
福
祉
環
境
、

農
林
振
興
、
水
産
振
興
、
土
木
の
行
政
セ
ン
タ

ー
を
設
置
す
る
ほ
か
、
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

中
に
県
税
室
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
大
船
渡
と
宮
古
に
設
置
す
る
各
部
門

の
行
政
セ
ン
タ
ー
の
一
体
性
の
発
揮
を
図
る
た

め
、
現
在
の
地
方
振
興
局
長
と
同
等
の
権
限
を

有
す
る
副
局
長
を
配
置
し
ま
す
。

⑥⑦

沿
岸
広
域
振
興
局
に
お
い
て
は
、
広
域

的
な
計
画
の
策
定
、
広
域
的
な
産
業
の
振

興
、
高
い
専
門
性
を
要
す
る
業
務
は
本
局

に
集
約
し
効
率
的
な
執
行
体
制
を
構
築
し

ま
す
が
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
を
考

慮
し
、
環
境
生
活
や
福
祉
な
ど
の
行
政
相

談
、
農
林
水
産
業
の
普
及
指
導
、
道
路
や

河
川
の
維
持
・
管
理
、
建
設
工
事
の
入

札
・
執
行
、
物
品
の
発
注
、
産
業
振
興
の

う
ち
地
域
内
に
限
定
さ
れ
る
も
の
な
ど
の

業
務
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
各
地
区
の
行

政
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

職
員
数
に
つ
い
て
も
、
県
全
体
と
し
て

徹
底
し
た
ス
リ
ム
化
を
行
っ
て
い
る
中
に

あ
っ
て
、
沿
岸
広
域
振
興
局
に
お
い
て
は
、

圏
域
の
振
興
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
推

進
し
て
い
く
た
め
、
重
点
的
に
配
置
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
に
お
い

て
も
現
状
と
同
程
度
の
職
員
が
配
置
さ
れ

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
振
興
局
の
見
直
し
と
は
別
に
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
教
育
事
務
所
の
配

置
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
検
討
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
釜
石

と
大
船
渡
を
統
合
し
、
大
船
渡
に
お
い
て

両
地
区
の
業
務
を
所
管
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。



県
で
は
、
来
年
度
か
ら
、
現
在
の
地
方
振
興

局
体
制
を
見
直
し
、
広
域
振
興
局
体
制
に
移
行

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
大
船
渡
、
釜
石
、
宮
古
の
各
地

区
（
沿
岸
広
域
振
興
圏
）
を
所
管
す
る
沿
岸
広

域
振
興
局
を
中
心
に
広
域
振
興
局
体
制
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県
で
は
、
産
業
振
興
を
中
心
に
各
種
の
振
興

施
策
を
強
化
す
る
た
め
、
平
成
17
年
12
月
に
、

県
北
、
沿
岸
、
県
央
、
県
南
の
四
つ
の
広
域
振

興
圏
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
県
南
広
域
振
興

圏
に
お
い
て
六
つ
の
地
方
振
興
局
を
合
わ
せ
た

広
域
振
興
局
を
先
行
的
に
設
置
し
、
広
域
的
な

異
業
種
連
携
な
ど
、
効
率
的
、
効
果
的
な
産
業

振
興
の
展
開
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
、
県
南
広
域
振
興
局
の
成
果

を
踏
ま
え
、
そ
の
他
の
圏
域
に
お
い
て
も
、
よ

り
効
果
的
な
産
業
振
興
の
展
開
を
図
る
た
め
、

広
域
振
興
局
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

沿
岸
広
域
振
興
局
は
、
中
央
に
位
置
す
る
現

在
の
釜
石
地
方
振
興
局
を
本
局
と
し
、
本
局
に

局
長
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
経
営
企
画
部
な

ど
五
つ
の
部
を
設
置
し
ま
す
。

現
在
の
大
船
渡
と
宮
古
の
地
方
振
興
局
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
振
興
、
保
健
福
祉
環
境
、

農
林
振
興
、
水
産
振
興
、
土
木
の
行
政
セ
ン
タ

ー
を
設
置
す
る
ほ
か
、
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

中
に
県
税
室
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
大
船
渡
と
宮
古
に
設
置
す
る
各
部
門

の
行
政
セ
ン
タ
ー
の
一
体
性
の
発
揮
を
図
る
た

め
、
現
在
の
地
方
振
興
局
長
と
同
等
の
権
限
を

有
す
る
副
局
長
を
配
置
し
ま
す
。

⑥⑦

沿
岸
広
域
振
興
局
に
お
い
て
は
、
広
域

的
な
計
画
の
策
定
、
広
域
的
な
産
業
の
振

興
、
高
い
専
門
性
を
要
す
る
業
務
は
本
局

に
集
約
し
効
率
的
な
執
行
体
制
を
構
築
し

ま
す
が
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
を
考

慮
し
、
環
境
生
活
や
福
祉
な
ど
の
行
政
相

談
、
農
林
水
産
業
の
普
及
指
導
、
道
路
や

河
川
の
維
持
・
管
理
、
建
設
工
事
の
入

札
・
執
行
、
物
品
の
発
注
、
産
業
振
興
の

う
ち
地
域
内
に
限
定
さ
れ
る
も
の
な
ど
の

業
務
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
各
地
区
の
行

政
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

職
員
数
に
つ
い
て
も
、
県
全
体
と
し
て

徹
底
し
た
ス
リ
ム
化
を
行
っ
て
い
る
中
に

あ
っ
て
、
沿
岸
広
域
振
興
局
に
お
い
て
は
、

圏
域
の
振
興
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
推

進
し
て
い
く
た
め
、
重
点
的
に
配
置
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
に
お
い

て
も
現
状
と
同
程
度
の
職
員
が
配
置
さ
れ

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
振
興
局
の
見
直
し
と
は
別
に
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
教
育
事
務
所
の
配

置
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
検
討
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
釜
石

と
大
船
渡
を
統
合
し
、
大
船
渡
に
お
い
て

両
地
区
の
業
務
を
所
管
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。



⑧

１月17日（日）から３月22日（月）まで、世界の椿館・碁石を会
場に「つばきまつり」を開催します。世界13カ国約450種のツバキ
を観賞しながら、各種展示や寄せ植え体験などの多彩なコーナーを
お楽しみください。
■入館料＝小・中学生300円、一般500円
■開館時間＝午前９時～午後５時
■休館日＝２月８日、２月22日、３月８日の各月曜日
■問い合わせ先＝大船渡市農林課（℡27‐3111 内線344）

黒崎仙峡温泉では、年末年始の12月31日（木）と１月１日（金）

も営業します。天候次第では、お湯に浸かりながら初日の出詣でも

できます。皆さんもぜひ黒崎仙峡温泉にお越しください。

安全安心にとことんこだわり生産された農産物を、慣行栽培と差

別化して自信を持って消費者にお届けすることを目的とした住田町

独自の認証制度がスタートしました。化学合成農薬及び化学肥料の

使用状況により、農薬不使用・化

学肥料不使用は金シールというよ

うに４区分に認証しています。

「三陸けせん観光物産フェア」（三陸・けせん観光協議会主催、

気仙広域連合共催）が１月21 日（木）から23 日（土）までの

３日間、東京・銀座の「いわて銀河プラザ」を会場に開催され

ます。

このフェアは、地場産品の販路拡大と観光誘客を目的として

開催しているもので、期間中は、気仙の観光ＰＲのほか、新鮮

な特産品の展示即売やカキの殻むき体験、早採りわかめのしゃ

ぶしゃぶ体験など三陸の旬の味覚を堪能できる内容となってお

りますので、ふるさとを離れ、首都圏で生活されている方にも

ぜひお知らせください。


